
                                           

 

 

令和７年度 

第３回宗谷保健医療福祉圏域連携推進会議の結果について 

   

 

 

 

対象資料  資料１ 

稚内消費者協会 今回の病床削減は、【資料２】における削減理由、「病床数適正化支援事業」の活

用などから勘案すると、やむを得ない判断であると認めざるを得ない。 

しかしながら、【資料１】の「地域医療構想の考え方を踏まえた当該病床機能が

必要と考える理由」の記載内容から、以下の意見を述べさせていただく。 

 

〇「病床数の見直しにより、市立稚内病院が担う役割・機能に何ら変更はなく」

とあるが、たしかに、役割や機能に何ら変化はないかもしれないが、今後、人口減

少等による医療需要の変化を考慮し急性期病床を削減するという方針が、市立稚

内病院に対する市民の不安感、不信感や反感を増長し、人口減少に加え需要低下の

要因のひとつとなること、将来を不安視させることから看護師等の人材確保をよ

り一層困難にする要因のひとつとなることを覚悟した上で病院経営に臨んでいた

だきたい。 

〇「宗谷二次医療圏において過剰となっている急性期病床の削減は、地域医療構

想の実現に資するものであると考える。」とあるが、現行の「北海道地域医療構想」

の趣旨において「地域医療構想は、病床削減を目的としているものではなく、この

ような医療のあり方の変化（病院完結型から地域完結型へ）や人口構造の変化に対

報告事項 市立稚内病院の許可病床の削減及び病床数適正化支援事業の活用

について 

結果 意見あり 



                                           

応し、リハビリテーションや在宅医療の確保など、バランスの取れた医療提供体制

を構築することを目指すものである」と述べられていることを踏まえると、今回の

病床削減を「地域医療構想の実現に資するものである」と言い切ることには違和感

を覚える。 

稚内市 市立稚内病院の許可病床削減については地域医療構想に沿うものであり、病院

の経営上も必要であると認識しているが、病床数の変更が議題となる際には、地

域医療構想における必要病床数及び圏域内の病床数内訳・見込み等について資料

提供いただけると、明確な根拠による判断が可能となると考える。 

 

 


